
火山活動解説資料（平成 18 年の活動） 

                    羅臼岳 

図3 羅臼岳 火口周辺図 

羅 臼 岳 

○ 火山活動評価：静穏な状況 

火山活動は静穏に経過しました。 

平成18年は火山情報の発表はありませんでした。 
 
○ 概況 

・火口や噴気の状況（図1～3） 

10 月 5 日に北海道開発局の協力を得て実施した上空からの観測では、噴気などは認められず、前回

（2003年6月6日）と比べて特に変化はありませんでした。 

 

  
 

 

 

図1※ 羅臼岳 山頂部の状況 

（火口周辺図①から撮影） 
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② 

図2※ 羅臼岳 山頂部の状況 

（火口周辺図②から撮影） 

参考： 

羅臼岳では記録に残る噴火活動はありませんが、地質調査

によると、約2200 年前、1400年前、および500～700 年前の

3 時期には火砕流を伴う比較的規模の大きな噴火が発生して

います。 

※ 資料は気象庁のほか、北海道開発局のデータも使用しています。 
 

資料中の地図については、国土地理院長の承認を得て、同院発行の『数値地図50000（地図画像）』を複製しています（承認

番号 平17総複、第650号）。 

北海道開発局提供（2006年10月5日撮影） 北海道開発局提供（2006年10月5日撮影）


